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防災・減災をはじめ多くの公共政策の費用便益の検討において，人的損失リスク軽減の経済価値を推定

することは重要である．人的損失リスク軽減の金銭評価には統計的生命価値が用いられることが一般的で

ある．日本においても統計的生命価値の推定については数多くの研究蓄積がある．本研究では，これらの

先行研究に対してメタ分析を実施することで，統計的生命価値の推定値の検証を行った．その結果，各研

究の推定額には大きなばらつきが見られたが，本研究の選出基準を満たした研究の推定値を，2018 年基準

に年度調整して統合した結果，内閣府の推定値（年度調整済み）である 2.5 億円に近い金額となった．ま

た，統合した推定値の 95%信頼区間はおよそ 1 億円から 6 億円の範囲にあることが示された． 
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1. はじめに 
 
防災・減災をはじめ多くの公共政策の便益を評価する

にあたり，人的損失リスクの軽減は大きな価値を有する

と考えられる．費用便益分析において，人的損失リスク

の軽減の価値を政策費用と比較するためには，それを金

銭評価する必要がある．そこでは統計的生命価値が用い

られることが一般的である．わが国では，内閣府（2007）
1)「交通事故の被害・損失の経済的分析に関する調査研

究」で推定された2.26億円が統計的生命価値として標準

的な値になっている．国土交通省 2)「公共事業評価の費

用便益分析に関する技術指針（共通編）」においても，

この値の使用が推奨されている．しかし，内閣府 1)の推

定値は単一調査の結果を用いており，そのエビデンスは

十分に高いとは言い難い．一方，日本の統計的生命価値

の推定については数多くの研究蓄積がある．本研究では，

これらの先行研究に対してメタ分析を実施することで，

統計的生命価値の推定値の検証を行うことを目的とする．

特に，本ガイドラインで採用する内閣府 1)と同じ手法

（仮想市場評価法，WTP 中央値）で得られた統計的生

命価値に焦点を当てる． 

本研究の構成は以下のとおりである．2 節で統計的生

命価値の理論と推定手法を簡単に紹介する．3 節ではメ

タ分析に含める研究の選出手順について説明し，4 節で

はメタ分析の結果を示す．5節で成果をまとめる． 
 

2. 統計的生命価値 
 
(1) 理論 
人的損失リスクを軽減する政策の経済価値を行うに当

たり評価されるべきなのは，人一人の命の経済価値では

なく，政策により死亡確率が軽減されることの経済価値

であることに注意が必要である．ある死亡リスク軽減の

経済価値は，そのリスク軽減のために各個人が支払って

もよいと思う最大額である「支払意思額」(WTP: Willing-
ness To Pay）を，そのリスクに晒されている人々で集計

したものとなる． 
例えば，𝑁𝑁人の住民が津波リスクに晒されており，防

潮提を嵩上げすることで津波による個人𝑖𝑖（= 1,⋯𝑁𝑁）

の死亡確率が∆𝑝𝑝𝑖𝑖だけ軽減されるとする．また，各個人𝑖𝑖
は死亡確率を∆𝑝𝑝𝑖𝑖だけ軽減するために最大で𝑊𝑊𝑊𝑊𝑃𝑃𝑖𝑖(∆𝑝𝑝𝑖𝑖)
円を支払ってもよいと考えているとする．このとき，防
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潮提を嵩上げの死亡リスク軽減の経済価値𝐵𝐵は下式で表

される． 
 

𝐵𝐵 = ∑ 𝑊𝑊𝑊𝑊𝑃𝑃𝑖𝑖(∆𝑝𝑝𝑖𝑖)𝑁𝑁
𝑖𝑖=1                 

 
ここで，∆𝑝𝑝𝑖𝑖は防潮堤嵩上げによる個人𝑖𝑖の死亡確率の減

少量，𝑊𝑊𝑊𝑊𝑃𝑃𝑖𝑖(∆𝑝𝑝𝑖𝑖)は個人𝑖𝑖が死亡確率を∆𝑝𝑝𝑖𝑖軽減するため

に支払ってもよい最大額である． 
 上記が死亡リスク軽減の経済価値𝐵𝐵の正しい算出方法

であるが，各個人について堤防嵩上げによる死亡確率の

軽減∆𝑝𝑝𝑖𝑖とそのための支払意思額𝑊𝑊𝑊𝑊𝑃𝑃𝑖𝑖を推定すること

は実務上難しい．そのため，「統計的生命価値」という

概念を用いることで，死亡リスク軽減の経済価値𝐵𝐵を求

めることが一般的である．個人𝑖𝑖の統計的生命価値𝑆𝑆𝑖𝑖の
定義は下式である． 
 

𝑆𝑆𝑖𝑖 = 𝑊𝑊𝑊𝑊𝑃𝑃𝑖𝑖(∆𝑝𝑝𝑖𝑖) ×
1
∆𝑝𝑝𝑖𝑖

 

 
例えば，ある人にとって死亡確率を 10万分の 1（0.001%）

減少させるために最大で 1,000 円支払ってもよいと考え

るなら，その人の統計的生命価値は 1 億円（=1,000÷
0.001%）となる． 
評価対象となる𝑁𝑁人の住民の統計的生命価値の平均値

を𝑆𝑆とすると，いくつかの仮定を置くことによって， (1)
式で示した死亡リスク軽減の経済価値𝐵𝐵は下記の(2)式で

も求められる． 
 

𝐵𝐵 = 𝑆𝑆 × ∆𝑛𝑛 
 
ここで𝑆𝑆は統計的生命価値の平均値（= ∑ 𝑆𝑆𝑖𝑖𝑁𝑁

𝑖𝑖=1 𝑁𝑁⁄ ），

∆𝑛𝑛：堤防嵩上げによって減少する死者数の期待値であ

る． 
統計的生命価値は，その名称の印象から，一人の命を

経済評価したものと誤解されることが多い．その本当の

意味は，死亡リスクの微小な減少（例：10万分の1の減

少）に対する支払意思額を，減少リスクが 1となるまで

集計（例：10 万人で集計）した金額である．つまり，

死亡リスク軽減の経済価値の算出を簡単にするために用

いられる便宜的な金額であり，その額自体について意味

のある解釈を与えることは難しい．これまで統計的生命

価値という名称は誤解を招くと批判され，いくつかの新

しい名称も提案されている 3)．しかし新しい名称で定着

したものはないため，ここでも慣例に従い統計的生命価

値という名称を用いる． 
 

(2) 推定手法 
世界各国の様々な政策評価において，死亡リスク軽減

の経済価値を算出するために統計的生命価値が用いられ

ている．統計的生命価値の推定方法には顕示選好法と表

明選好法の大きく二つある．前者は，職業ごとの死亡確

率と賃金のデータを使うなど人々の実際の選択データを

用いる方法であり，主に米国で採用されている．後者は，

ある仮想的な死亡確率の軽減政策に対する人々の最大支

払意思額をアンケート調査によって尋ねる方法であり，

欧州各国やカナダ，オーストラリアで用いられている 4-

8)． 日本では，内閣府 1)が表明選好法を用いて統計的生

命価値を 2.26 億円と推定している．国土交通省 2)「公共

事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）」

は，この推定額の使用を推奨している． 
 

3. メタ分析に含める研究の選出手順 
 
本節では，メタ分析に含める研究の選出手順を説明す

る．まず，CINI により関連研究の検索を行った．検索

キーワードは「統計的生命」，「生命価値」，「死亡リ

スク」，「確率的生命」，「Value of statistical life」，

「VSL」である．それにより36件の研究がマッチした．

さらに，これらの研究の引用文献から 17 件の関連研究

を発見し，計 53件の研究を収集・精読した． 
 このうち，日本国内の統計的生命価値を対象として独

自に推定している研究であり，調査対象が一般市民，調

査標本数が 50 以上の研究を選出した．また，複数の研

究で同一データを使用している場合は．①行政のガイド

ライン，②学術研究論文，③学術報告論文集，④報告書

やワーキングペーパ－，の優先順位で一つの研究を選出

した．その結果，仮想市場評価法 15 件，コンジョイン

ト法3件，ヘドニック法4件の計22件の研究が選出され

た．  
ここでは，内閣府 1)と同様に，仮想市場評価法を用い

て WTP 中央値の推定結果から統計的生命価値を算出し

た研究に焦点を絞る．また，メタ分析により各研究の結

果を統合するため，統計的生命価値の推定値の 95％信

頼区間が記載されているか，95％信頼区間が算出可能な

データを記載している研究を選出した．最終的に，7 件

の研究が選出された．  
 
4. メタ分析の結果 

 
(1) 推定手法 
最終的に選出された 7件の研究には，全標本を複数に

分割し，それぞれの部分標本において異なるリスク軽減

量に対する WTP を尋ねることで，複数の統計的生命価

値を推定しているものがある．このように，同じ研究内

でも，異なる部分標本で推定された統計的生命価値はメ

タ分析に採用する．他方，同一の標本に対して，複数の 
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シナリオ提示や異なる統計モデルの適用によって複数

の統計的生命価値を推定している場合もある．この場合，

内閣府（2007）の方法と整合性を取るため，最初に回答

者に提示したシナリオに対する WTP 回答を用い，定数

項と提示額のみを含むモデルで推定された結果を一つだ

け採用した．以上により，21 個の統計的生命価値の推

定結果が選出された．95％信頼区間の推定は，内閣府

（2007）と同様に，モデル推定で得られるパラメータの

分散共分行列を使用して 1000 回のモンテカルロシミュ

レーションで行った．これらの結果を 2018 年基準に年

調整して図-1にフォレスト・プロットで示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上図の黄色の菱形で示した値が，本ガイドラインで採

用した内閣府（2007）の推定値を2018年基準に年度調整

した金額（2.5 億円）である．それ以外の推定値も，内

閣府（2012）の本調査と追加調査の結果を除けば，内閣

府（2007）の推定値を中心におよそ0～6億円の範囲で散

らばっている．内閣府(2012)の推定値が大きくなった理

由については，その報告書の中でも詳細に検討されてい

るものの，明らかになっていない．これを除外する合理

的な理由がないため，メタ分析による統合においても含

めることにする． 
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図-1 統計的生命価値の推定値（中央値）のフォレストプロット 

 統合された 
推定値 

95％信頼区間 
下限 上限 

変量効果モデル 3.77 2.53※ 6.04※ 
メタ回帰モデル 1.61 0.91※ 2.90※ 
参考：内閣府（2007） 2.50 2.28※ 2.74※ 

 

表-1 メタ分析で統合された統計的生命価値の推定値（2018年基準） （億円） 

※メタ回帰分析における 95%信頼区間の下限と上限は推定モデルの分散共分散行列から 1 万回のモンテカルロシミ

ュレーションで算出 

第 65 回土木計画学研究発表会・講演集



 

 4 

(2)  統計的生命価値の統合 
上記の 27 個の推定値をメタ分析の手法を用いて統合

する．まず，統計的生命価値が対数正規分布に従うと仮

定して変量効果モデルを用いて統合した．また，統計的

生命価値の対数値を目的変数，リスク削減量の対数値と

リスク種類ダミー変数を説明変数としたメタ回帰分析を

行い，推定された回帰式を用いて統計的生命価値の予測

値を求めた．これらの結果を表-1に示す． 
 表-1 より，変量効果モデルとメタ回帰モデルで統

合した結果は，本ガイドラインで採用した内閣府（2007）
の推定値と近いことが分かる．また，メタ分析の結果か

ら，統計的生命価値は 1 億円～6 億円の幅にあることが

推察される．そのため，死亡リスク軽減の経済価値の算

出において，統計的生命価値を 1億円と 6億円としたケ

ースの試算も有益であると考えられる． 
 

5. まとめ 

 
本研究では日本における統計的生命価値についてメタ

分析を行った．その結果，各研究の推定額には大きなば

らつきが見られたが，本研究の選出基準を満たした研究

の推定値を，2018年基準に年度調整して統合した結果，

内閣府の推定値（年度調整済み）である 2.5 億円に近い

金額となった．また統合した推定値の 95%信頼区間は 1
億円から 6億円の範囲であった． 
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META-ANALYSIS ON VALUE OF STATISTICAL LIFE 
 

Toshio FUJIMI, Tatsuhito KONO, Hirokazu TATANO, Ryuji KAKIMOTO 
 

Estimating the economic value of human loss risk reduction is important in the cost-benefit analysis of 
many public policies, including disaster prevention and mitigation. Value of Statistical Life (VSL) is com-
monly used to evaluate the monetary value of human loss risk reduction. In Japan, there have been many 
studies on the estimation of VSL. In this study, we conducted a meta-analysis of these previous studies. As 
a result, although there was a large variation in the estimated value of each study, the integrated value of 
VSL estimates is close to the Cabinet Office's estimated value of 250 million yen. The 95% confidence 
interval of the integrated estimate was also shown to be in the range of approximately 100 million to ¥00 
million. 
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